
相双地区の特色ある教育活動について 
ーGIGA×カリキュラムマネジメントの視点からー

楢葉町立楢葉中学校　教諭 
根本　太一郎



楢葉町とは 
・浜通り地域 
・相双地区南部　に位置



東日本大震災の影響

・全町避難を経験　・仮設校舎での授業が行われた



学校再開

２０１７年４月より、元の場所での教育活動の再開 
2022年現在　全校生徒45名　計4学級



Change 
& 

Challenge

教育重点目標より



Nalysゆずスマイル楢葉 2022
定 款 ビジョン : 楢葉町⺠や全国の⼈が楢葉の良さを知り笑顔に

なってもらうことを実現する。

ミッション：楢葉町の特産品を使った魅⼒的な商品を作る。
組織図

しろはとファーム

第1製造部 広報部

Liebe ゆーtiful

第2製造部 第3製造部

社 ⻑

全国へ情報発信

地域連携部

地域探究
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『起業家教育』として模擬会社Nalysを経営

会社名

Nalysゆずスマイル楢葉
Naraha・・・楢葉
Lily ・・・山ゆり

Yuzu     ・・・ゆず
Smile ・・・笑顔
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全校生が各製造部に分かれ、総合学習を中心に活動を展開



商品開発

各製造部ごとに企業と協力し、地域の特色に合わせた商品を企画



広報部の活動

SNSを用いた各種広報活動の展開やポスター、HPの作成



地域連携部の活動

・地域の魅力を発信する手段として、魅力発信マップを作成 
・地域の名所や特産品を地図に取り入れた 
・名所を紹介する動画を作成し、QRコードにリンクを貼り、手軽に再生 
　できるようにした



日本橋ふくしま館MIDETTEでの販売体験学習

販売体験の実施・地図の配布を行なった



教師 生徒❓

カリキュラムマネジメント１.0

・双方向の学びになっていたのか 
・効果を十分に検証して行えていたのか　



ねらいを明確にし、効果を検証しながらの活用へ

生徒が授業で活用した
アプリを他授業や分野で応用
して自主的に活用していた。

昨年度の例



ねらいについて 
指導要領との 
整合性を図る



教師 生徒

効果を意識して指導

教科横断的な資質・能力の育成へ

持続可能な形
＋

カリキュラムマネジメント2.0



『中学校学習指導要領（平成２９年度告示）解説　総則編』  
第２節　教育課程の編成　１　各学校の教育目標と教育課程の編成 
（第１章第２の１）２　教科横断的な視点に立った資質・能力 
（１）学習の基盤となる資質・能力　イ　情報活用能力　より

ICTの活用と併せて実施へ



【カリキュラムマネジメントの目的】 
①   教科横断的な見方・考え方をはた 
　らかせる指導の工夫 
②   問題解決的な学習の工夫 
③   自分ごと化するための工夫 
　
①～③を効果的に行うために、ICTを
積極的に活用する



実践事例1 
①教科横断的な見方・考え方の工夫



2学年　社会科　歴史的分野　近世の日本 
6 新しい学問と化政文化より

 yは７の



2年生　美術科　『浮世絵はすごい』と指導の関連を図る



社会×美術の見方・考え方を利用して見つめさせる

歴史的な見方・考え方の視点だと・・・ 
・比較（他の時代の文化と）　・背景（時代の特色に迫る） 
・時期や年代（文化が生まれた時代とは）　※文化の特色について考察させる 



実践事例2 
②問題解決的な学習の工夫 



≒
生徒の既存の常識との『ズレ』を認識させる

『ズレ』から問題意識を引き出し、問いに繋げる



『デザインの意図やねらい』について考察させる



IC Tを活用し、マーケ
ティング戦略について
考えさせる

販売体験活動における
『顧客目線』や『企業
目線』につなげる

指導のねらい



実践事例3 
③自分ごと化するための工夫



本校の地域的特色や生徒の実態に合わせ、2つの単元を『統合』
し、教育計画を練り直した

地域的特色：過去の災害を踏まえた防災教育の必要性 
生徒の実態：防災に強い関心を持ち意欲的に活動できる生徒



・日本の地域的特色＋地域調査の手法の2つを統合 
・単元全体を合計10時間として設定し直す



それぞれの防災・減災
のねらいについて『地域』
を題材に考察させる



地域のハザードマップを見ながら防災や減災について学ぶ



ケーススタディとして『自分ごと化』する



実際の動きを元にした想定→全体での共有



【成果】 
○ 汎用的な資質・能力の育成に繋がった
（特にICT活用能力） 
○ 教科横断的な視点で考えることで、指導 
　の改善に繋がった。 
○ 単元の見通しを持ってデザインすること
を教科の特性に応じて応用できた。



【課題】 
○ どのように教科横断的な視点で連携させ 
　るかまだまだ検討が必要。 
○他教科の教育計画を確認したり、担当教員に 
　指導の内容について確認したりするのがまだ 
　不十分。 
○ 長期的な視点で伸ばしたい資質・能力に 
　ついて今後は考えていきたい。 
　（目の前のことで精一杯のため）



まとめ

不易流行 
ICTでなくても効果的な活動を行うことができる 

ICTの特性を考慮し、取捨選択しながら教育活動を
展開する必要性



ICTの活用とは 
○手段 
×目的



○手段 
×目的

カリキュラムマネジメントも 


